

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(２) 国際キリスト教学科は，そのまま英語に直訳すると，International Christian Studies








として学ぶという意味で Inter-national よりも Inter-cultural を使い Intercultural


















(８) 福音派の立場，特にリフォームドの立場からのものとして，例えば Ed. by ICPCHE,
Critique and Challenge of Christian Higher Education (J. H. Kok, 1987）。
またバプテストの立場からのものとして，例えば，Ed. by W. D. Beck, Opening the




(10) A. M. Wolters, ‘On the Idea of Worldview and Its Relation to Philosophy’, Stained
Glass — Worldviews and Social Science — (P. A. Marshall et. al. ed.) University Press
of America, 1989, p. 15.




















(13) A. M. Wolters, `On the Idea of Worldview and Its Relation to Philosopy^ p. 16.
(14) カイパーが1880年に創設したアムステルダム自由大学が1980年に出版した大学
















(25) J. B. Carroll ed., Language, Thought and Reality: Selected Writings of Benjamin

























(28) J. M. Penn, Linguistic Relativity versus Innate Ideas『言語の相対性について』p. 41．
(29) クワインのホーリズムについては『知と信の構造』p. 45．





















































(41) J. Hick, Philosophy of Religion 1963, fourth edition (1990)．間瀬啓允，稲垣久和
訳『宗教の哲学』（勁草書房，1993年）第２章。
(42) ウエストミンスター小教理問答書（1647年）も神の「存在」を次のように属性の
中に含めている。God is a Spirit, inﬁnite, eternal, and unchangeable, in his being,



























(47) A. Plantinga, ‘Reason and Belief in God’, Faith and Rationality, A. Plantinga and N.




















(52) A. Plantinga, ‘Reason and Belief in God’, p. 81.
















また英米流のリフォームド認識論については，例えば，M. Peterson et al., Reason
and Religious Belief — An Introduction to the Philosophy of Religion —, (Oxford Univ.
Press, 1991) Chap. 7 やＪ．ヒック『宗教の哲学』第６章などを参照。
(55) 前掲注(４)の論文のp. 118参照。
(56) 稲垣久和「キリスト教哲学と現代思想 \蠡」『キリストと世界』第３号（1993年）
p. 118．
(57) 稲垣久和『知と信の構造』p. 241．
39
(58) ここで言われていることは解釈学的に言えば，「理解」における先行判断（Vorurteil）
の重要性ということである。注(55)を参照のこと。
(59) 禅と西田哲学からの問題提起を受けてキリスト教の自己理解を深めようとする試
みについて次の拙論を参照。「日本宣教の課題としての自己理解─禅と西田哲学を契
機として─」『宣教』第18号（日本基督改革派中央宣教研究所紀要，1993年）。
〔キリスト教哲学　専攻〕
40
神学と諸科学
